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横
手
市
剣
道
連
盟
元
会
長　
　
　

最　

上　

慶　

治

〝
本
田
の
ガ
バ
面
〟

　

戦
後
剣
道
が
復
興
し
た
昭
和
二
十
八
年
に
高

校
で
初
め
て
竹
刀
を
握
っ
た
私
は
古
川
汎
仁
・

戸
沢
広
海
両
先
生
に
師
事
、
三
年
後
秋
田
大
学

に
入
学
、
恩
師
本
田
重
遠
先
生
（
当
時
五
十
二

歳
）
と
出
会
い
以
後
二
十
数
年
間
公
私

に
わ
た
り
ご
指
導
を
頂
く
。

　

先
生
は
県
北
の
小
坂
町
に
明
治

三
十
七
年
に
誕
生
、
幼
少
に
し
て
剣
道

を
始
め
大
館
中
学
校
（
現
大
館
鳳
鳴
高

校
）
か
ら
武
道
専
門
学
校
に
入
学
し
腕

を
磨
く
、
武
専
卒
後
宮
崎
県
師
範
学

校
（
現
宮
崎
大
学
）・
神
戸
高
等
商
業

高
校
各
教
諭
・
秋
田
鉱
山
専
門
学
校
・

秋
田
大
学
教
授
を
歴
任
、
剣
道
範
士
八

段
・
昭
和
五
十
三
年
に
勲
三
等
瑞
宝
賞

受
賞
。

　

先
生
は
筋
骨
隆
々
古
武
士
の
風
格

を
備
え
威
風
堂
々
の
構
え
で
部
員
は

全
力
で
小
手
・
面
と
打
ち
込
む
が
、
先

生
の
体
に
ふ
れ
る
こ
と
す
ら
で
き
ず
、
剣
先
の

し
の
ぎ
で
受
け
ら
れ
そ
の
瞬
間
、
重
い
三
九
の

竹
刀
で
ビ
シ
リ
と
打
た
れ
る
。
先
生
の
威
厳
の

あ
る
姿
勢
に
圧
倒
さ
れ
て
ど
う
す
る
事
も
で
き

な
い
、
何
十
回
打
ち
込
ん
で
も
同
じ
こ
と
、
疲

労
も
ピ
ー
ク
に
達
し
た
頃
構
え
を
は
ず
し
一
本

打
た
せ
て
く
れ
る
。
最
後
に
切
り
返
し
に
打
ち

こ
ん
で
い
く
と
、
大
き
な
懐
に
包
み
込
ん
で
く

れ
る
、
暖
か
い
余
韻
の
あ
る
稽
古
は
い
ま
だ
に

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

本
田
流
の
指
導
方
法
は
面
や
小
手
の
打
ち
方

な
ど
と
い
っ
た
言
葉
で
の
説
明
や
注
意
は
な

く
、
大
き
な
声
や
怒
る
事
も
な
く
、
稽
古
の
中

で
会
得
せ
よ
と
の
武
専
の
伝
統
的
な
練
習
法

で
、
百
錬
自
得
と
い
う
指
導
は
格
調
の
高
い
も

の
で
し
た
。

　

し
か
し
先
生
の
お
宅
や
宴
会
で
好
物
の
お
酒

を
口
に
す
る
と
雄
弁
と
な
り
、
剣
道
談
義
が
始

ま
る
。
部
員
は
聞
き
の
が
す
ま
い
と
先
生
を
囲

み
あ
れ
こ
れ
質
問
し
た
も
の
で
し
た
、
特
に
間

合
い
に
つ
い
て
は
お
膳
を
前
に
箸
を
竹
刀
に
見

立
て
て
、
間
合
い
を
ど
の
よ
う
に
計
り
ど
う
攻

め
る
か
等
剣
道
に
取
り
組
む
熱
意
を
感
じ
た
も

の
で
し
た
。
剣
聖
内
藤
高
治
先
生
の
声
音
で『
本

田
君
、
ま
あ
い
じ
ゃ
よ
』
と
一
言
指
導
を
受
け

ら
れ
た
事
が
余
程
嬉
し
か
っ
た
様
子
で
よ
く
話

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
問
合
に
つ
い
て
研
究

し
稽
古
を
繰
り
返
し
、
後
に
『
本
田
の
ガ
バ

面
』
と
全
国
の
剣
士
に
い
わ
れ
た
面
打
ち
を
身

に
つ
け
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
間
合
い
を
計
り

機
を
見
て
大
き
く
振
り
か
ぶ
り
相
手
の
動
作
に

応
じ
て
面
に
打
ち
下
ろ
す
。
こ
の
間
詰
め
の
技

術
で
昭
和
三
年
御
大
典
記
念
内
閣
総
理
大
臣
の

優
勝
旗
を
か
け
た
大
会
で
の
優
勝
や
、
毎
年
五

月
の
京
都
大
会
に
は
全
国
の
優
秀
な
剣
士
と
対

戦
し
勝
利
し
た
事
・
当
時
武
専
で
の
稽
古
（
一

年
生
は
切
り
返
し
の
反
復
、
二
年
生
は
打
ち
込

み
・
掛
か
り
稽
古
の
み
、
三
年
で
よ
う
や
く
地

稽
古
の
猛
練
習
）
等
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
様
に
鍛
え
抜
か
れ
た
技
を
武
専
の
師
で
あ
る

若
林
信
治
先
生
と
千
秋
公
園
下
の
武
道
館
で
立

会
い
、
気
迫
あ
ふ
れ
る
火
の
出
る
よ
う
な
稽
古

を
よ
く
拝
見
し
ま
し
た
。
機
会
あ
る
ご
と
に
若

林
先
生
と
の
稽
古
を
見
学
す
る
よ
う
に
助
言
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
三
十
六
年
の
秋
田
国
体

準
優
勝
時
の
大
将
本
田
先
生
の
見
事
な
面
技
を

見
て
感
動
も
し
見
取
り
稽
古
の
見
本
を
体
現
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

お
陰
で
私
達
部
員
は
大
学
四
年
間
東

北
地
区
で
勝
ち
、
イ
ン
カ
レ
に
毎
回
出

場
し
、
大
阪
会
場
で
団
体
ベ
ス
ト
八
ま

で
進
ん
だ
時
に
は
、
先
生
も
喜
ん
で
く

れ
帰
路
京
都
に
て
、
円
山
公
園
・
武
専
、

市
内
を
懐
か
し
そ
う
に
案
内
し
て
く
れ

ま
し
た
。
よ
く
先
生
の
お
宅
に
お
邪
魔

し
ま
し
た
が
、
子
煩
悩
（
二
男
三
女
）

な
良
き
父
親
で
、
奥
様
は
神
戸
出
身
の

大
層
美
人
の
方
で
本
田
先
生
も
男
振
り

も
立
派
で
し
た
し
、
所
は
港
神
戸
…
何

か
ロ
マ
ン
ス
等
と
…
勝
手
に
想
像
し
て

は
な
る
ま
い
。

　

ま
た
先
生
の
趣
味
の
海
釣
り
で
、
部
員
全
員

で
男
鹿
の
磯
に
出
か
け
て
の
楽
し
い
旅
や
、
学

生
運
動
盛
ん
な
時
代
に
は
主
任
教
授
と
し
て
デ

モ
学
生
の
説
得
に
当
る
な
ど
、
柔
和
な
温
顔
と

常
に
泰
然
と
し
た
静
か
な
お
人
柄
が
学
生
の
信

望
を
得
て
い
た
等
、
想
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

剣
道
の
み
な
ら
ず
恩
師
の
生
き
方
は
、
あ
ま

り
に
も
偉
大
で
真
似
の
出
来
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
先
生
と
の
出
会
い
は
私
の
一
生
の
宝

と
し
て
昔
を
思
い
起
す
こ
の
頃
で
す
。
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郡
・
市
剣
連
の
主
催
・
共
催
の
大
会

と
し
て
、
そ
の
地
域
・
地
区
に
於
い

て
永
い
歴
史
を
持
ち
、
数
多
く
の
少

年
剣
士
を
育
て
て
き
た
剣
道
大
会
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
小
林
大
二
郎
杯
剣
道
大
会

　

地
区
剣
連
主
催
・
共
催

剣
道
大
会　

一
、
大
会
の
目
的
・
歴
史

　

本
大
会
は
昭
和
五
十
二
年
に
北
秋
田
地

区
の
剣
道
レ
ベ
ル
の
向
上
を
目
指
し
、
大

館
北
秋
学
体
連
と
北
秋
剣
道
連
盟
が
大
会

を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
当
時
上
小
阿
仁
村

長
で
あ
っ
た
小
林
大
二
郎
先
生
が
優
勝
杯

を
寄
贈
し
て
下
さ
り
、
現
在
の
北
秋
田
市

内
の
三
中
学
校
に
上
小
阿
仁
中
学
校
を
加

え
た
四
校
で
小
林
杯
争
奪
中
学
校
剣
道
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
本
大
会
が

一
時
中
断
さ
れ
た
が
、
昭
和
五
十
八
年
に

主
催
団
体
が
大
館
北
秋
剣
連
へ
と
変
わ
り

大
館
市
と
能
代
市
の
中
学
校
を
含
め
、
さ

ら
に
は
小
学
校
の
部
も
設
け
、
新
た
に
第

一
回
小
林
杯
争
奪
小
中
学
校
剣
道
大
会
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
大
館
北
秋

教
育
連
絡
協
議
会
か
ら
新
た
な
優
勝
旗
と

優
勝
杯
が
寄
贈
さ
れ
大
会
名
も
小
林
大
二

郎
旗
杯
争
奪
小
中
学
校
剣
道
大
会
と
な
り
、

参
加
対
象
地
域
も
県
内
と
青
森
県
ま
で
広

げ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

二
、
主
催
・
共
催

主　

催　

北
秋
田
市
教
育
委
員
会

共　

催　

大
館
北
秋
剣
道
連
盟

　
　
　
　

大
館
北
秋
田
学
校
体
育
連
盟

主　

管　

北
秋
田
市
剣
道
協
会

三
、
会
場
、
開
催
日

　

合
川
体
育
館

　

三
月
二
〇
日
（
春
分
の
日
）

四
、
参
加
対
象
、
人
数

　

小
学
校
低
学
年
の
部

　
　

小
学
校
四
年
生
以
下

　

小
学
校
高
学
年
の
部

　
　

小
学
校
四
年
生
以
上

　

小
学
校
女
子
の
部

　
　

小
学
生
女
子
（
三
人
制
）

　

中
学
校
男
子
の
部　
　

中
学
生
男
子

　

中
学
校
女
子
の
部　
　

中
学
生
女
子

　

今
大
会
の
人
数

　

小
学
校
低
学
年
の
部

　
　

二
八
チ
ー
ム　
　
　

一
五
七
名

　

小
学
校
高
学
年
の
部

　
　

三
三
チ
ー
ム　
　
　

一
七
五
名

　

小
学
校
女
子
の
部

　
　

二
四
チ
ー
ム　
　
　
　

八
○
名

　

中
学
校
男
子
の
部

　
　

二
三
チ
ー
ム　
　
　

一
二
○
名

　

中
学
校
女
子
の
部

　
　

一
五
チ
ー
ム　
　
　
　

六
八
名

　

計

　
　

一
二
三
チ
ー
ム　
　

六
○
○
名

五
、
大
会
の
記
録

　

小
学
校
低
学
年
の
部

　
　

優　

勝　

尚
道
館
（
青
森
）

　
　

準
優
勝　

勝
平
ス
ポ
少
Ａ

　
　

三　

位　

天
王
ス
ポ
少
Ａ

　
　

三　

位　

川
尻
ス
ポ
少
Ａ

　

小
学
校
高
学
年
の
部

　
　

優
勝　

尚
道
館
Ａ
（
青
森
）

　
　

準
優
勝　

勝
平
ス
ポ
少
Ａ

　
　

三　

位　

神
武
館
Ａ

　
　

三　

位　

港
剣
志
館
Ａ

　

小
学
校
女
子
の
部

　
　

優　

勝　

天
王
ス
ポ
少

　
　

準
優
勝　

協
和

　
　

三　

位　

雄
信
館
Ａ

　
　

三　

位　

勝
平
ス
ポ
少
Ａ

　

中
学
校
男
子
の
部

　
　

優　

勝　

尚
道
館
Ａ

　
　

準
優
勝　

本
荘
北
中
Ａ

　
　

三　

位　

鷹
巣
中

　
　

三　

位　

紘
武
館
（
青
森
）

　

中
学
校
女
子
の
部

　
　

優　

勝　

秋
田
東
中
Ａ

　
　

準
優
勝　

大
館
第
一
中

　
　

三　

位　

秋
田
北
中

　
　

三　

位　

弘
前
大
附
中

六
、
大
会
の
内
容

　

今
回
の
大
会
は
、
三
十
回
目
に
当
た
る

大
会
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
は
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
中
止
に
な
っ
た
た
め
、
開
催

回
数
を
何
回
目
に
す
る
か
色
々
と
議
論
し

た
が
、
実
開
催
数
で
行
こ
う
と
言
う
こ
と

で
二
十
九
回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
々
参
加
チ
ー
ム
が
増
え
て
試
合
の
消
化

が
難
し
く
な
っ
て
来
て
い
ま
し
た
が
、
こ

こ
数
年
中
学
校
の
チ
ー
ム
数
と
選
手
の
人

数
が
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
て
、
ど
こ

の
学
校
も
少
子
化
の
影
響
を
受
け
部
員
の

確
保
が
難
し
い
み
た
い
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
厳
し
い
現
状
に
あ
り
な
が
ら
、

遠
路
本
大
会
に
参
加
し
て
く
れ
る
チ
ー
ム

に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

本
大
会
の
充
実
と
レ
ベ
ル
の
ア
ッ
プ
を
図

り
、
長
く
こ
の
大
会
が
続
く
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
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男
子
初
段

１
位　

田
越　

滉
平　

（
大
曲
南
中
）

２
位　

高
橋　

寛
生　

（
城
南
中
）

３
位　

寺
田　
　

宗　

（
大
曲
南
中
）

３
位　

南
浦　

章
伸　

（
秋
大
附
中
）

女
子
初
段

１
位　

伊
藤　

里
奈　

（
天
王
中
）

２
位　

小
玉　
　

希　

（
五
城
目
一
中
）

３
位　

中
村　

晴
香　

（
本
荘
北
中
）

３
位　

尾
形
友
美
佳　

（
山
王
中
）

男
子
二
段

１
位　

国
安　

和
葉　

（
秋
田
商
業
）

２
位　

柿
下　

大
輔　

（
秋
田
商
業
）

３
位　

小
野　

賢
也　

（
秋
田
商
業
）

３
位　

筒
井　

雄
大　

（
秋
田
南
）

女
子
二
段

１
位　

加
藤　

夕
海　

（
秋
田
商
業
）

２
位　

越
中
谷
明
里　

（
秋
田
商
業
）

３
位　

佐
々
木
颯
子　

（
秋
田
南
）

３
位　

市
橋　

志
野　

（
秋
田
北
）

男
子
三
段

１
位　

加
藤　

貴
大　

（
刑
務
所
）

２
位　

加
藤
峻
一
郎　

（
秋
田
商
業
）

３
位　

澁
谷　
　

樹　

（
秋
田
南
）

３
位　

菊
地　

裕
太　

（
秋
田
商
業
）

女
子
三
段

１
位　

江
川
紗
綾
香　

（
湯
沢
翔
北
）

２
位　

宇
佐
美
早
穂　

（
明
桜
）

３
位　

松
下　

美
貴　

（
秋
田
北
）

３
位　

保
坂　

里
沙　

（
秋
田
北
）

男
子
四
段

１
位　

渡
部　

有
真　

（
刑
務
所
）

２
位　

土
田　

貴
也　

（
刑
務
所
）

３
位　

石
崎　
　

諒　

（
秋
田
大
）

女
子
四
段

１
位　

古
野　

未
来　

（
秋
田
東
中
教
）

２
位　

高
橋　

智
実　

（
Ｊ
Ｅ
Ｔ 

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
）

男
子
五
段

１
位　

石
黒　

貴
士　

（
機
動
隊
）

２
位　

茂
木　

朋
弥　

（
機
動
隊
）

３
位　

廣
谷　

晃
一　

（
機
動
隊
）

女
子
五
段

１
位　

大
西　

夏
美　

（
主
婦
）

２
位　

岩
井
川
杏
子　

（
秋
ノ
宮
小
教
）

３
位　

佐
藤　

美
歩　

（
湯
沢
南
中
教
）

男
子
六
段

１
位　

佐
藤　

利
英　

（
刑
務
所
）

２
位　

佐
々
木　

健　

（
修
英
高
教
）

３
位　

中
村　

卓
道　

（
長
泉
寺
）

女
子
六
段

１
位　

中
村
亜
希
子　

（
主
婦
）

男
子
七
段

１
位　

東
海
林　

聡　

（
刑
務
所
）

２
位　

斎
藤　

淳
一　

（
秋
田
高
教
）

３
位　

高
橋　

伸
友　

（
秋
田
商
業
教
）

（
決
勝
）

 

勝
平
Ａ　

０　

-

　

２　

大
曲
南

　

先
鋒 
村　

上　
　

-

　
　
　

後　

藤

　

次
鋒 

佐
々
木　
　

-

　
　
　

粟　

津

　

中
堅 

児　

玉　
　

-

㋱
メ　

寺　

田

　

副
将 

梁　

田　
　

-

コ　
　

佐
々
木

　

大
将 

福　

田　
　

-
　
　
　

田　

越

男
子
の
部

（
決
勝
）

 

生
保
内　

２　

-

　

３　

羽
後
Ａ

　

先
鋒　

小　

野　
　

-

㋱
メ 

那
須
川

　

次
鋒　

田　

口　

㋱-
 

阿　

部

　

中
堅　

畠　

山　

㋱-
 

阿
部
弘

　

副
将　

黒　

沢　
　

-

㋱ 

佐　

藤

　

大
将　

田
口
志　
　

-
 

高　

橋

女
子
の
部

第
52
回
秋
田
県
剣
道
段
別
選
手
権
大
会

第
36
回
秋
田
県
女
子
剣
道
段
別
選
手
権
大
会

第
52
回
秋
田
県
中
学
校
剣
道
大
会

第
53
回
秋
田
県
中
学
校
女
子
剣
道
大
会

　
　

5
月
19
日
・
県
立
武
道
館

平
成
24
年
度 

主
な
大
会
の
結
果

１ 

飯
島
Ａ

２ 

天
王

３ 

秋
大
附
Ａ

４ 

勝
平
Ａ

５ 

天
王
南
Ａ

６ 

大
曲
南
Ａ

７ 

秋
大
附
Ｂ

８ 

土
崎

（大曲南）

（大曲南）（勝平Ａ）

①
２

０

①
１

②
４

①
３

②
３

③
５

④
７

△０

０
△０

０
△０

１
△１

０
△０

１
△１

２
△１

１ 

生
保
内

２ 

秋
田
東

３ 

城
南

４ 

山
王
Ａ

５ 

秋
大
附

６ 

大
曲
南

７ 

羽
後
Ａ

８ 

天
王

（羽　後）

（羽　後）（生保内）

②
３

０

①
２

④
７

②
２

②
３

①
２

②
２

△０

０
△０

２
△２

０
△０

０
△０

０
△０

０
△０

×××

×
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青
年
の
部

優
勝　

長
泉
寺　

（
大
仙
市
）

２
位　

小
松
酒
店　

（
秋
田
市
）

３
位　

秋
田
銀
行
Ａ　

（
秋
田
市
）

３
位　

秋
田
銀
行
Ｂ　

（
秋
田
市
）

壮
年
の
部

優
勝　

秋
田
銀
行
Ｂ　

（
秋
田
市
）

２
位　

秋
田
銀
行
Ａ　

（
秋
田
市
）

３
位　

十
字
屋　

（
秋
田
市
）

３
位　

こ
だ
ま
サ
ッ
シ　

（
五
城
目
町
）

幼
・
小
・
中
の
部

優
勝　

鷲
谷　
　

和　

（
栗
田
養
護
教
）

２
位　

中
川　

智
樹　

（
本
荘
北
中
教
）

３
位　

出
町　

吉
弘　

（
角
館
中
協
）

高
・
大
・
教
委
の
部

優
勝　

佐
々
木
祐
輔　

（
大
曲
高
教
）

２
位　

山
﨑　
　

洵　

（
男
鹿
市
教
育
委
員
会
）

３
位　

金
森　

康
臣　

（
明
徳
館
高
教
）

３
位　

目
黒　

大
祐　

（
横
手
高
教
）

副
将
の
部

優
勝　

高
久　

育
宏　

（
大
曲
農
業
高
教
）

２
位　

斎
藤　

淳
一　

（
秋
田
高
教
）

大
将
の
部

優
勝　

後
藤　

俊
明　

（
秋
田
西
高
教
）

女
子
の
部

優
勝　

加
藤　

由
佳　

（
横
手
城
南
高
教
）

２
位　

古
野　

未
来　

（
秋
田
東
中
教
）

成
年
男
子

先
鋒
の
部

１
位　

菊
地　

裕
志　

（
日
体
大
）

２
位　

山
﨑　
　

洵　

（
男
鹿
市
教
委
）

３
位　

草
彅　

大
心　

（
県
警
）

３
位　

伊
藤　

智
博　

（
日
体
大
）

次
鋒
の
部

１
位　

土
田　

圭
助　

（
県
警
機
動
隊
）

２
位　

廣
谷　

晃
一　

（
県
警
機
動
隊
）

３
位　

渡
部　

有
真　

（
刑
務
所
）

３
位　

鈴
木　
　

滋　

（
刑
務
所
）

中
堅
の
部

１
位　

高
橋　

伸
友　

（
秋
田
商
業
高
教
）

２
位　

濱
田　

康
司　

（
秋
田
南
消
防
署
）

３
位　

大
倉　

淳
平　

（
刑
務
所
）

副
将
の
部

１
位　

佐
藤　

信
明　

（
さ
と
う
保
険
Ｐ
Ｓ
）

２
位　

筒
井　
　

勝　

（
秋
田
北
高
教
）

３
位　

小
松　

紀
久　

（
湯
沢
警
察
署
）

大
将
の
部

１
位　

高
沢　
　

真　

（
秋
田
中
央
高
教
）

２
位　

田
口　
　

昇　

（
県
警
本
部
）

３
位　

湯
瀬　

秀
則　

（
横
手
警
察
署
）

成
年
女
子

先
鋒
の
部

１
位　

加
藤　

由
佳　

（
横
手
城
南
高
教
）

２
位　

神
坂　

友
絵　

（
筑
波
大
学
）

３
位　

門
間
加
那
子　

（
秋
田
看
護
学
校
）

３
位　

工
藤　
　

彩　

（
茨
城
大
学
）

中
堅
の
部

１
位　

鈴
木　

理
恵　

（
栗
田
養
護
学
校
）

２
位　

山
田　

朋
子　

（
主
婦
）

３
位　

中
村
亜
希
子　

（
主
婦
）

大
将
の
部

１
位　

秋
元
か
お
り　

（
熊
谷
機
械
設
計
）

２
位　

越
高
ひ
と
み　

（
主
婦
）

優
勝　

土
田　

圭
助　

（
機
動
隊
）

２
位　

廣
谷　

晃
一　

（
機
動
隊
）

３
位　

廣
谷　

文
利　

（
機
動
隊
）

３
位　

石
田　

景
亮　

（
秋
田
銀
行
）

女
子
団
体　

第
３
位

男
子
団
体　

秋
田
商
業
高
校

　

予
選
リ
ー
グ
敗
退
（
２
敗
）

女
子
団
体　

秋
田
南
高
校

　

予
選
リ
ー
グ
敗
退
（
１
勝
１
敗
）

男
子
個
人

　

加
藤
峻
一
郎
（
秋
田
商
業
）　

第
２
位

　

国
安　

和
葉
（
秋
田
商
業
）　

２
回
戦
敗
退

女
子
個
人

　

加
藤　

夕
海
（
秋
田
商
業
）　

１
回
戦
敗
退

　

佐
々
木
颯
子
（
秋
田
南
）　

３
回
戦
敗
退

団
体　

１
回
戦　

０
対
１　

和
歌
山

個
人　

高
・
大
・
教
委
の
部

　
　
　
　
　

金
森　

康
臣　

２
回
戦
敗
退

幼
・
義
務
教
育
の
部

　
　
　
　
　

鷲
谷　
　

和　

ベ
ス
ト
８

女
子
の
部　

加
藤　

由
佳　

１
回
戦
敗
退

成
年
女
子　

３
位
（
３
勝
２
敗
）

少
年
男
子　

１
位
（
５
勝
）
☆
ぎ
ふ
国
体
出
場

少
年
女
子　

４
位
（
３
勝
２
敗
）

少
年
男
子
の
部
メ
ン
バ
ー

　

先
鋒　

菊
地　

裕
太

　

次
鋒　

筒
井　

雄
大

　

中
堅　

国
安　

和
葉

　

副
将　

古
井　

岳
盛

　

大
将　

加
藤
峻
一
郎

　

補
員　

小
野　

賢
也

少
年
女
子
の
部
メ
ン
バ
ー

　

先
鋒　

越
中
谷
明
里

　

次
鋒　

荒
井　

美
和

　

中
堅　

加
藤　

夕
海

　

副
将　

木
村　

早
希

　

大
将　

佐
々
木
颯
子

　

補
員　

小
野　

愛
理

成
年
女
子
の
部
メ
ン
バ
ー

　

先
鋒　

加
藤　

由
佳

　

中
堅　

鈴
木　

理
恵

　

大
将　

秋
元
か
お
り

第
54
回
秋
田
県
実
業
団
剣
道
大
会

　
　

５
月
20
日
・
県
立
武
道
館

第
54
回
全
国
教
職
員
大
会
秋
田
県
予
選
会

　
　

５
月
20
日
・
県
立
武
道
館

第
60
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
秋
田
県
予
選
会

　
　

７
月
21
日
・
県
立
武
道
館

第
43
回
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
剣
道
大
会

　
　

８
月
６
日
・
日
本
武
道
館

第
59
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
大
会

　
　

８
月
６
～
９
日
・
新
潟
市

第
54
回
全
国
教
職
員
剣
道
大
会

　
　

８
月
12
日
・
山
形
市

第
39
回
東
北
総
合
体
育
大
会

　
　

８
月
18
日
・
県
立
武
道
館

第
63
回
県
民
体
育
大
会
剣
道
競
技

　
　

６
月
10
日
・
県
立
武
道
館

＜少年男子チーム＞
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・
秋
田
市
剣
連 

 

村
上　

建
一

・
由
利
本
荘
剣
連  

佐
藤　

俊
一

・
道
場
連
盟 

 

渡
邉　
　

敦

高
学
年
の
部

優　

勝　

雄
信
館
内
山
道
場
Ａ

準
優
勝　

修
武
館
Ａ

３　

位　

角
間
川
道
場

３　

位　

協
和
剣
道
場

優
秀
選
手
（
８
名
）

佐
藤　

和
哉
（
泉
剣
道
ス
ポ
少
）

秋
葉　

裕
斗
（
雄
信
館
内
山
道
場
Ａ
）

佐
々
木
未
来
（
勝
平
剣
道
ス
ポ
少
Ａ
）

第
58
回
秋
田
県
少
年
剣
道
大
会

　
　

９
月
８
日
・
秋
田
県
立
武
道
館

平
成
24
年
度
秋
田
県
剣
道
連
盟

「
幼
少
年
指
導
奨
励
賞
推
薦
」

田
口　

千
穂
（
角
間
川
道
場
）

髙
𣘺　
　

舜
（
修
武
館
Ａ
）

山
平　

千
夏
（
奥
檜
館
Ａ
）

高
橋　

爽
太
（
日
新
小
剣
道
ス
ポ
少
）

黒
坂
騎
羅
弥
（
協
和
剣
道
場
）

低
学
年
の
部

優　

勝　

秋
水
館
鎌
田
道
場

準
優
勝　

天
王
剣
道
ス
ポ
少
Ａ

３　

位　

勝
平
剣
道
ス
ポ
少
Ａ

３　

位　

勝
平
剣
道
ス
ポ
少
Ｃ

優
秀
選
手
（
８
名
）

羽
生　

萌
花
（
勝
平
剣
道
ス
ポ
少
Ａ
）

猪
田　

正
雪
（
港
剣
志
館
Ａ
）

畠
山　

葉
月
（
田
沢
湖
志
成
館
）

丸
野
内　

悠
（
秋
水
館
鎌
田
道
場
）

淡
路
航
志
朗
（
勝
平
剣
道
ス
ポ
少
Ａ
）

小
松　

太
遥
（
奥
檜
館
牛
島
道
場
Ａ
）

小
野　

貫
太
（
東
昇
剣
金
足
道
場
）

菅
原　

巧
真
（
天
王
剣
道
ス
ポ
少
Ａ
）

男
子
団
体

大
曲
南
中
学
校　

予
選
敗
退
（
２
敗
）

女
子
団
体

城
南
中
学
校　

予
選
敗
退
（
２
敗
）

男
子
個
人

田
越　

滉
平
（
大
曲
南
）　

ベ
ス
ト
８

後
藤　

成
時
（
大
曲
南
）　

１
回
戦
敗
退

女
子
個
人

尾
形
友
美
佳
（
山
王
）　

２
回
戦
敗
退

佐
藤　

真
菜
（
本
荘
東
）　

１
回
戦
敗
退

66
歳
以
上
の
部

　

優
勝　

木
内　

直
幹
（
能
代
市
）

　

２
位　

菅
原　

孝
雄
（
鹿
角
氏
）

　

３
位　

今　
　

功
夫
（
横
手
市
）

55
歳
～
65
歳
の
部

　

優
勝　

杉
山　

忠
幸
（
秋
田
市
）

　

２
位　

鈴
木　

由
克
（
潟
上
市
）

　

３
位　

渡
邉　

壽
男
（
秋
田
市
）

生
き
生
き
長
寿
賞

　

日
頃
の
生
き
が
い
の
成
果
を
発
揮
し
元

気
高
齢
者
と
し
て
他
の
模
範
で
あ
り
そ
の

活
躍
を
た
た
え
て
「
今
功
夫
氏
」
が
受
賞
。

※
平
成
29
年
に
は
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
全

　

国
大
会
が
秋
田
県
で
開
か
れ
る
こ
と
が

　

決
定
し
て
い
ま
す
。
明
年
か
ら
の
本
大

　

会
へ
、
高
齢
会
員
多
数
の
参
加
を
期
待

　

し
ま
す
。

第
42
回
全
国
中
学
校
剣
道
大
会

　
　

８
月
18
～
21
日
・
越
谷
市

高
齢
剣
友
親
睦
大
会

　
　

９
月
15
日
・
秋
田
県
立
武
道
館

三
段
の
部

佐
藤　

忠
博

　

１
回
戦　

２-

１　

丸
山
（
福
島
）

　

２
回
戦　

０-

３　

渡
部
（
福
島
）

沓
澤　

辰
雄

　

１
回
戦　

３-

０　

宮
崎
（
岩
手
）

　

２
回
戦　

０-

３　

渡
部
（
宮
城
）

今
野　

竜
徳

　

１
回
戦　

３-

０　

大
久
保
（
福
島
）

　

２
回
戦　

０-

３　

シ
ャ
ノ
ン
（
福
島
）

草
刈　

美
穂

　

１
回
戦　

３-

０　

高
橋
（
岩
手
）

　

２
回
戦　

０-

３　

武
田
（
福
島
）

四
段
の
部
（
予
選
リ
ー
グ
）

粟
津　

秀
明

　

１
回
戦　

２-

１　

今
（
青
森
）

　

２
回
戦　

０-

３　

川
村
（
岩
手
）

谷
本　
　

淳

　

１
回
戦　

０-

３　

神
鷹
（
宮
城
）

　

２
回
戦　

１-

２　

田
中
（
山
形
）

五
段
の
部
（
予
選
リ
ー
グ
）

佐
藤　

良
広

　

１
回
戦　

２-

１　

藤
田
（
青
森
）

　

２
回
戦　

１-

２　

長
谷
川
（
岩
手
）

阿
部　

弘
生

　

１
回
戦　

２-

１　

喜
多
（
青
森
）

　

２
回
戦　

２-

１　

狐
塚
（
宮
城
）

　

３
回
戦　

０-

３　

原
田
（
岩
手
）

　

３
位
決
定
戦　

１-

２　

長
谷
川（
岩
手
）

六
段
の
部
（
予
選
リ
ー
グ
）

戸
堀　

義
一

　

１
回
戦　

０-

３　

柴
田
（
岩
手
）

　

２
回
戦　

３-

０　

加
藤
（
宮
城
）

戸
田　

愷
章

　

１
回
戦　

０-

３　

小
野
（
山
形
）

　

２
回
戦　

０-

３　

若
松
（
青
森
）

七
段
の
部
（
予
選
リ
ー
グ
）

石
田　

純
士

　

１
回
戦　

１-

２　

小
野
（
岩
手
）

　

２
回
戦　

２-

１　

早
坂
（
宮
城
）

第
42
回
東
北
居
合
道
大
会

　
　

９
月
２
日
・
秋
田
県
立
武
道
館

＜開会式＞

＜選手宣誓：角間川道場 後藤大和＞
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団
体
メ
ン
バ
ー

　

先
鋒　

加
藤　

貴
大

　

次
鋒　

渡
部　

有
真

　

中
堅　

土
田　

貴
也

　

副
将　

鈴
木　
　

滋

　

大
将　

大
倉　

淳
平

予
選
Ｂ
組

秋
田
刑
務
所　

０-

２　

山
形
刑
務
所

秋
田
刑
務
所　

２-

０　

宮
城
刑
務
所

１
勝
１
敗　

予
選
敗
退

技
術
優
秀
賞　

渡
部　

有
馬

加
藤　

貴
大　

２
回
戦
敗
退

　

１
回
戦　
　

メ　

-
 

下
村
（
宮
城
）

　

２
回
戦　
　
　
　

-

メ 

渡
部
（
山
形
）

土
田　

貴
也　

１
回
戦
敗
退

　

１
回
戦　
　
　
　

-

メ 

古
畑
（
青
森
）

鈴
木　
　

滋　

２
回
戦
敗
退

　

１
回
戦　

メ　
　

-
 

小
沼
（
宮
城
）

　

２
回
戦　
　
　
　

-

コ
・
メ 

泉
（
青
森
）

大
倉　

淳
平　

１
回
戦
敗
退

　

１
回
戦　
　
　
　

-

コ 

蝦
名
（
青
森
）

渡
部　

有
真　

２
回
戦
敗
退

　

１
回
戦　

メ
・
メ-

 

渡
部
（
福
島
）

　

２
回
戦　
　
　
　

-

メ 

志
田
（
宮
城
）

管
内
矯
正
職
員
武
道
大
会
選
手
権

東
北
地
区
刑
務
官
大
会
（
団
体
）

　
　

４
月
27
日
・
岩
手
県
営
武
道
館

管
内
矯
正
職
員
武
道
大
会
選
手
権

東
北
地
区
刑
務
官
大
会
（
個
人
）

　
　

８
月
24
日
・
秋
田
県
立
武
道
館

　

目
黒
大
作
範
士
、
日
本
武
道
代
表

団
員
と
し
て
イ
ン
ド
共
和
国
演
武
大

会
に
出
場
。

　

「
日
印
国
交
樹
立
60
周
年
」
を
記
念

し
て
派
遣
さ
れ
る
財
団
法
人
日
本
武

道
館
・
日
本
武
道
協
議
会
主
催
の
武

道
演
武
大
会
へ
の
派
遣
決
定
。

　

10
月
31
日
～
11
月
７
日
の
８
日
間

イ
ン
デ
ラ
ガ
ン
ジ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で

演
武
大
会
・
武
道
体
験
会
・
武
道
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
し
、
武
道
の
国
際

的
普
及
振
興
と
国
際
友
好
親
善
に
あ

た
る
予
定
。

剣
道
ニ
ュ
ー
ス

中
学
生
の
部

監　

督　

伊
藤　

秀
樹
（
本
荘
東
中
教
）

コ
ー
チ　

橋
本　

文
子
（
秋
田
南
中
教
）

選　

手　

尾
形
友
美
佳
（
山
王
中
）

　
　
　
　

佐
藤　

真
菜
（
本
荘
東
忠
）

　
　
　
　

後
藤　

成
時
（
大
曲
南
中
）

　
　
　
　

寺
田　
　

宗
（
大
曲
南
中
）

　
　
　
　

田
越　

滉
平
（
大
曲
南
中
）

愛
媛
県　

②
３　

-

　

２
２　

秋
田
県

　

先
鋒　

久
徳　

㋙
コ　

-

　
　
　

尾
形

　

次
鋒　

春
名　
　

㋱　

-

　
　

佐
藤

　

中
堅　

竹
内　
　
　
　

-

　

㋙　

後
藤

　

副
将　

菅　
　
　
　
　

-

　
　
　

寺
田

　

大
将　

井
上　
　
　
　

-

　

㋱　

田
越

大
阪
府
Ａ　

①
２　

-

　

０
０　

秋
田
県

　

先
鋒　

太
田　
　
　
　

-

　
　
　

尾
形

　

次
鋒　

木
村　
　
　
　

-

　
　
　

佐
藤

　

中
堅　

内
橋　

㋱
コ　

-

　
　
　

後
藤

　

副
将　

津
守　
　
　
　

-

　
　
　

寺
田

　

大
将　

藤
嶋　
　
　
　

-

　
　
　

田
越

予
選
リ
ー
グ

　

２
敗　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

小
学
生
の
部

監　

督　

尾
形　
　

茂
（
秋
田
刑
務
所
）

選　

手　

沼
田　

翔
奈
（
秋
大
附
小
）

　
　
　
　

木
村　

弘
人
（
新
山
小
）

　
　
　
　

後
藤　

大
和
（
十
文
字
第
二
小
）

　
　
　
　

及
川　
　

拓
（
保
戸
野
小
）

　
　
　
　

髙
橋　

爽
太
（
日
新
小
）

１
回
戦

秋
田
県　

１
１　

-

　

③
５　

愛
知
県

　

先
鋒　

沼
田　
　
　

-

㋱
メ　

澤
野

　

次
鋒　

木
村　

㋱　

-

　
　
　

木
全
彩

　

中
堅　

後
藤　
　
　

-

　
　
　

安
藤

　

副
将　

及
川　
　
　

-

㋙
ド　

木
全
悠

　

大
将　

高
橋　
　
　

-

　

㋱　

山
下

秋
田
県　

②
３　

-

　

１
３　

香
川
県

　

先
鋒　

沼
田　
　
　

-

　
　

福
家

　

次
鋒　

木
村　
　
　

-

　
　

田
村

　

中
堅　

後
藤　

コ
コ-

　

㋱　

長
尾

　

副
将　

及
川　
　

㋙-

　
　
　

大
山

　

大
将　

高
橋　
　
　

-

㋙
メ　

岩
部

予
選
リ
ー
グ

　

１
勝
１
敗　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

第
７
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
少
年
剣
道
優
勝
大
会

　
　

９
月
16
日
・
大
阪
市

△

△

△

△
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○
剣
道
少
子
化
対
策
委
員
会
の
取
り
組
み

　

に
つ
い
て

（
司
会
）
今
日
は
座
談
会
に
ご
出
席
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
最
初

に
、
「
剣
道
少
子
化
対
策
委
員
会
」
の
設
置

の
経
過
と
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
現

在
の
社
会
状
況
の
大
き
な
変
化
の
中
で
少

子
化
現
象
が
加
速
度
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
面

に
そ
の
影
響
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
剣
道

界
も
例
外
で
は
な
く
、
剣
道
人
口
が
年
々

減
少
し
て
活
動
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

剣
道
少
子
化
に
関
す
る
座
談
会

期　

日:

平
成
24
年
６
月
23
日
㈯   

場　

所:

田
沢
湖
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

○
出
席
者
…
近
藤　

芳
雄
（
養
心
館
五
城
目
道
場
）、小
松　

晃
（
奥
檜
館
道
場
）                         

後
藤　

竜
美
（
大
曲
右
武
館
道
場
）、
尾
形　

茂
（
修
武
館
道
場
）

○
司　

会
…
岸
野　

直
彦
（
剣
道
少
子
化
対
策
委
員
長
）

道
場
や
ス
ポ
少
団
体
の
現
状
に
つ
い
て
は

皆
さ
ん
も
十
分
ご
承
知
の
事
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
秋
剣
連
で
は
、
平
成
二
十
一

年
度
に
連
盟
組
織
の
中
に
「
剣
道
少
子
化

対
策
委
員
会
」
を
設
置
し
て
様
々
な
方
策

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
主
な
も
の
を

あ
げ
る
と
、
剣
道
の
「
募
集
ポ
ス
タ
ー
」

を
制
作
し
て
各
道
場
や
ス
ポ
少
団
体
に

配
布
し
た
り
、
「
秋
剣
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
に
道
場
や
ス
ポ
少
団
体
の
活
動
場
所

や
練
習
日
が
分
か
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た

り
、
幼
少
年
指
導
に
献
身
的
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
に
対
し
て
授
与
す
る　

「
剣
道
幼

少
年
指
導
奨
励
賞
」
を
設
け
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
、
湯
沢
市
総
合
体
育
館
で
の
「
剣

道
指
導
者
研
修
会
」
や
東
成
瀬
中
学
校
で

の
「
武
道
（
剣
道
）
体
験
教
室
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
一
月
二
十
一

日
（
土
）
に
は
、
潟
上
市
天
王
総
合
体
育

館
に
お
い
て
、
大
会
前
の
時
間
に
剣
道
未

経
験
者
の
児
童
や
保
護
者
を
対
象
と
し
た

「
剣
道
体
験
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
「
剣
道
体
験
教
室
」
実
施
後
に
は
、
剣

道
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
新
た
な
加
入

者
も
出
た
と
の
報
告
も
受
け
て
い
ま
す
。

○
指
導
団
体
名
と
指
導
歴
に
つ
い
て

（
司
会
）
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
か
ら
、
指
導
し

て
い
る
団
体
の
特
長
や
指
導
歴
に
つ
い
て

ご
簡
単
に
紹
介
い
た
だ
き
た
い
思
い
ま
す
。

（
近
藤
）
養
心
館
五
城
目
道
場
の
近
藤
で
す
。

指
導
年
数
は
約
三
十
年
に
な
り
ま
す
。
私

が
指
導
者
と
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
剣
道

五
段
に
昇
段
し
た
際
の
筆
記
試
験
に
「
指

導
者
と
し
て
の
心
構
え
を
書
け
。
」
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
昇
段
を
契
機

に
本
格
的
に
指
導
者
に
な
る
こ
と
を
意
識

し
、
自
分
の
住
む
地
域
の
ス
ポ
少
や
中
学

校
な
ど
で
指
導
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

人
数
は
多
い
時
で
三
十
名
を
超
え
て
い
た

時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
人
口
減

少
も
あ
り
、
現
在
は
五
名
の
人
数
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

（
小
松
）
奥
檜
館
道
場
の
小
松
で
す
。
道
場

を
造
っ
て
十
年
目
に
な
り
ま
す
。
道
場
を

開
い
た
の
は
、
私
が
恩
師
と
し
て
尊
敬
す

る
故
奥
山
京
介
先
生
や
檜
山
太
郎
先
生
の

指
導
方
法
を
継
承
し
、
現
代
の
子
供
た
ち

に
剣
道
を
教
え
て
い
き
た
い
と
考
え
た
か

ら
で
す
。
道
場
生
の
人
数
は
開
館
当
時
の

人
数
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
四
十
五
名
程

度
で
す
。

（
後
藤
）
大
曲
右
武
館
道
場
の
後
藤
で
す
。

私
が
指
導
者
と
な
っ
て
約
十
年
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
指
導
さ
れ
て
き
た
先
生
が

高
齢
と
な
り
、
後
継
者
を
捜
し
て
い
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
現
在
の
人
数
は
十
年

前
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
二
十
名
程
度
で

す
。

（
尾
形
）
秋
田
刑
務
所
の
敷
地
内
に
あ
る
修

武
館
道
場
で
指
導
を
し
て
い
る
尾
形
で
す
。

指
導
者
と
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
私
の
恩

師
で
あ
る
故
進
藤
正
広
先
生
か
ら
、
修
武

館
道
場
に
き
て
い
る
子
供
た
ち
に
正
し
い

基
本
技
（
一
歩
か
ら
の
面
、
小
手
面
打
ち

な
ど
）
が
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
欲
し
い

と
進
言
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

○
剣
道
を
通
し
て
子
供
た
ち
に
教
え
た
い

こ
と

（
司
会
）
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
情
熱
を
持
っ

て
剣
道
の
す
ば
ら
し
さ
を
子
供
た
ち
に
伝

え
た
い
と
思
い
、
日
々
指
導
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
具
体
的
に
最
も
子
供
た
ち

身
に
着
け
て
欲
し
い
と
思
っ
て
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
近
藤
）
礼
儀
作
法
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

剣
道
の
基
本
技
を
正
確
に
身
に
着
け
さ
せ

る
こ
と
、
ま
た
、
自
分
に
「
克
つ
心
」
や

努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
養
っ
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。                           

（
小
松
）
私
も
近
藤
先
生
と
同
意
見
で
、
礼

儀
作
法
や
礼
節
を
身
に
着
け
る
こ
と
、
正

し
い
基
本
動
作
が
で
き
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

（
後
藤
）
私
は
剣
道
を
通
じ
て
我
慢
す
る
こ

と
の
大
切
さ
や
、
相
手
に
対
す
る
思
い
や

り
の
心
の
大
切
さ
を
身
に
着
け
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
尾
形
）
私
は
礼
節
を
重
ん
じ
、
何
事
に
対

し
て
も
感
謝
と
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
き
つ
い
こ
と
か
ら
逃
げ
出
さ
な
い

で
我
慢
で
き
る
子
供
た
ち
を
育
て
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
正
し
い
基
本

技
を
身
に
着
け
、「
稽
古
は
試
合
の
よ
う
に
、

試
合
は
稽
古
の
よ
う
に
」
で
き
る
よ
う
、

日
々
の
稽
古
で
指
導
し
て
い
ま
す
。

○
剣
道
少
子
化
時
代
の
中
で
、
指
導
や
運

営
等
で
困
難
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は

（
司
会
）
少
子
化
社
会
が
進
む
中
で
、
現
在

活
動
し
て
い
る
団
体
の
中
に
は
指
導
や
運

営
の
点
で
困
難
を
抱
え
て
い
る
事
も
多
々

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
あ

り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
近
藤
）
人
数
が
少
な
く
な
っ
て
も
、
団
体

加
盟
登
録
料
や
参
加
料
が
変
わ
ら
な
い
た
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
は
、 

年
間

の
行
事
や
試
合
結
果
を
随
時
更
新

し
て
い
ま
す
。 

　

剣
道
・
居
合
道
・
杖
道
関
連
の

情
報
や
試
合
結
果
を
取
得
す
る
際

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

そ
の
他
に
、 

各
郡
市
ご
と
の
道
場
案
内
・
月
別

行
事
予
定
表
・
九
郡
市
連
盟
事
務

局
一
覧
・
県
剣
道
連
盟
運
営
組
織

図
や
、 

日
本
剣
道
形
・
木
刀
に
よ
る

基
本
稽
古
法
の
動
画
、 

各
種
講
習

会
の
記
録
、 

秋
田
県
剣
道
の
先
覚

者
な
ど
の
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

編　

集

　

秋
田
県
剣
道
連
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広
報
委
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会
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、
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宣
昌
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、
芳
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保
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徹
、
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彦
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秋
田
県
剣
道
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

編
集
後
記

　

今
年
度
も
、「
ロ
ー
カ
ル
大
会
の
記
事
を

多
く
」「
シ
リ
ー
ズ
記
事
は
継
続
掲
載
」
と

し
、
前
期
（
十
月
）・
後
期
（
三
月
）
の
二

回
発
行
と
し
ま
し
た
。
ご
多
忙
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

め
に
保
護
者
の
負
担
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

（
小
松
）
剣
道
は
防
具
等
の
値
段
が
高
く
お

金
が
か
か
る
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

両
親
が
ほ
と
ん
ど
共
稼
ぎ
の
た
め
に
送
り

迎
え
が
大
変
な
こ
と
。
ま
た
、
剣
道
に
興

味
が
あ
っ
て
も
痛
そ
う
だ
思
わ
れ
て
抵
抗

感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

（
後
藤
）
私
が
指
導
し
て
い
る
道
場
は
旧
大

曲
市
内
に
あ
り
、
地
域
に
４
つ
の
小
学
校

が
あ
る
の
で
子
供
た
ち
は
集
ま
り
や
す
い

環
境
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
学
年
に
よ
っ

て
は
人
数
に
偏
り
が
あ
る
の
が
難
点
で
す
。

（
尾
形
）
私
た
ち
の
道
場
で
あ
る
修
武
館
は

刑
務
官
の
鍛
錬
の
場
で
あ
り
、
秋
田
県
内

の
現
役
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
達
が
日
夜

激
し
い
稽
古
を
し
て
い
る
場
所
で
す
。
そ

の
そ
ば
で
稽
古
を
し
て
い
る
子
供
た
ち
に

と
っ
て
は
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
稽
古
内
容
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
環
境

面
で
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
剣
道
少
子
化
時
代
の
中
で
、
工
夫
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は

（
司
会
）
少
子
化
社
会
が
進
む
中
で
、
工
夫

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
近
藤
）
新
年
度
に
入
っ
て
、
地
域
の
学
校

に
お
願
い
し
て
小
学
生
全
員
に
募
集
チ
ラ

シ
を
配
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
小
松
）
道
場
生
の
弟
や
妹
な
ど
に
は
全
員

に
声
を
か
け
、
剣
道
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
常
に
誘
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
を
通
し
て
知
り
合
い
の
方

な
ど
に
も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

（
後
藤
）
私
も
小
松
先
生
と
同
様
に
、
道
場

に
通
っ
て
来
て
い
る
弟
や
妹
た
ち
に
声
を

か
け
て
い
ま
す
。

（
尾
形
）
子
供
た
ち
が
厳
し
い
練
習
か
ら
逃

げ
出
し
た
り
、
や
め
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
練
習
内
容
に
絶
え
ず
変
化
を
持
た
せ
る

こ
と
で
、
子
供
た
ち
が
剣
道
に
興
味
・
関

心
を
持
ち
、
剣
道
が
好
き
に
な
る
よ
う
本

人
の
長
所
や
よ
く
で
き
た
こ
と
を
ほ
め
る

よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
あ

え
て
厳
し
い
練
習
を
す
る
こ
と
で
稽
古
を

や
っ
た
と
思
う
達
成
感
や
充
実
感
を
味
わ

せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
試
合
を
通
じ
て
勝
負
に
勝
つ
喜
び

や
負
け
る
こ
と
の
悔
し
さ
を
知
る
こ
と
も

必
要
だ
と
考
え
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

○
上
部
団
体
の
役
割
に
つ
い
て

（
司
会
）
皆
さ
ん
は
、
子
供
た
ち
の
人
間
的

成
長
を
願
っ
て
指
導
し
、
努
力
さ
れ
て
い

る
訳
で
す
が
、
や
は
り
単
独
で
は
限
界
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

こ
で
上
部
団
体
に
望
む
こ
と
果
た
し
て
欲

し
い
役
割
に
つ
い
て
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

（
近
藤
）
剣
道
の
大
会
な
ど
が
テ
レ
ビ
で
放

映
さ
れ
る
よ
う
企
画
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

（
小
松
）「
初
心
者
剣
道
体
験
教
室
」
な
ど
を
、

大
会
日
に
企
画
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で
剣
道
を
積
極

的
に
宣
伝
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
後
藤
）
剣
道
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

（
尾
形
）
ど
の
団
体
も
剣
道
を
発
展
さ
せ
よ

う
と
尽
力
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
皆
が

手
を
取
り
合
っ
て
い
け
る
よ
う
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

○
剣
道
少
子
化
時
代
の
中
で
、
今
最
も
大

切
だ
と
思
う
こ
と
は

（
司
会
）
最
後
に
、
少
子
化
時
代
が
進
む
中

で
今
最
も
大
切
だ
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
近
藤
）
剣
道
人
口
を
増
や
す
た
め
に
、
剣

道
を
や
っ
て
い
な
い
人
た
ち
の
目
に
触
れ

る
よ
う
な
機
会
を
も
っ
と
多
く
作
る
、
企

業
意
識
を
持
っ
た
発
想
が
益
々
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

（
小
松
）
指
導
者
や
子
供
が
少
な
い
か
ら
と

納
得
（
あ
き
ら
め
な
い
で
）
し
て
い
な
い

で
、
積
極
的
に
剣
道
の
良
さ
を
様
々
な
場

面
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
指

導
内
容
や
指
導
方
法
の
中
身
を
充
実
さ
せ

る
工
夫
が
今
ま
で
以
上
に
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
後
藤
）
稽
古
を
通
し
て
厳
し
さ
を
教
え
る

こ
と
も
必
要
で
す
が
、
そ
の
時
代
に
合
わ

せ
た
指
導
方
法
の
工
夫
（
不
易
流
行
）
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
尾
形
）
少
子
化
が
進
む
中
、
他
の
競
技
団

体
（
サ
ッ
カ
ー
な
ど
）
の
よ
う
に
、
秋
田

県
の
剣
道
が
小
・
中
・
高
で
一
環
し
た
指

導
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
作
り
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
作

り
の
中
で
、
各
団
体
（
道
場
・
ス
ポ
少
）

の
新
た
な
可
能
性
が
見
え
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
司
会
）
少
子
化
時
代
が
急
激
に
進
む
中
に

あ
っ
て
も
、
私
た
ち
剣
道
関
係
者
は
剣
道

の
す
ば
ら
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
方
々

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
努
力
が
必
要
で
あ

る
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。
本
日
は

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。


